
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》 

 

＊科目 No． 1806 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 広島修道大学 
科目開講 

キャンパ

ス 
本学 

2．科 目 名 

正式科目名 

入門特殊講義（日本の科学技術） 

クラス名  

副題 
配当年次 1・2・3・4  

受入学年 2・3・4  

旧科目名  

学問分野 番号 43 名称 環境 

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 宮川 卓也 

4．単 位 数     2単位 5．開講学期 前期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2020年 4月 6日（月）～ 2020年 7月 27日（月） 

月曜日 13：05  ～ 14：35 

  個別開講日 

1 回目 4/ 6 2 回目 4/13 3 回目 4/20 4 回目 4/27 5 回目 5/11 6 回目 5/18 

7 回目 5/25 8 回目 6/ 1 9 回目 6/ 8 10 回目 6/15 11 回目 6/22 12 回目 6/29 

13 回目 7/ 6 14 回目 7/13 15 回目 7/20 16 回目  /   試験日  7/27 

7.基礎知識の有無  2.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

     ５人 

（ １００人） 

9.定員超過時の 

選考方法 
書類審査 

10．科目内容・ 

  授業計画 

日本の科学・技術は単線的に発展してきたものでも、西欧からの単純な受け売

りでもなく、日本・東アジア独自の歴史的文脈のなかで複雑な過程を経て形成

された。本講義は 19世紀から 20世紀まで、日本の科学技術の歴史的展開を通

観する。限られた時間のなかで、科学の全分野について細かく見ていくことは

できないが、できるだけ幅広い視点から近代日本の科学技術がどのように変遷

してきたのか、近代史において科学と技術はどのような役割を担っていたの

か、政治的・経済的・社会的文脈との関連を十分に考慮しつつ概観する。 

２〜３回：19世紀以前の日本・東アジアの科学 

４〜５回：日本から見た「近代科学」 

６〜７回：日本の産業革命 

８〜９回：帝国大学と高等教育機関 

10〜11回：明治日本の科学研究 

12〜13回：戦争と科学 

14〜15回：帝国・植民地の科学 

11．試験・評価方法 学期末試験(80%)と小レポート(20%)で評価する。 

12．別途負担費用  

13．その他特記事項 大人の分別をもって授業に臨むことを期待する。 

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 
 


